
▲交通弱者の一助が期待される
　「ぬくもり号」

▲生活道路にある踏切が閉鎖に…

▲市内に広がる田園風景

▲より市民が利用しやすい

　文化会館に

え び な 市 議 会 だ よ り 第１５２号　　（２）平成２１年８月１日

世
界
大
不
況  

国
の
経
済
対
策

　
に
お
け
る
市
の
対
応
は

新
政
海
ク
ラ
ブ
　
市
川
　
敏
彦

や
す
ら
ぎ
支
援
員

　
　
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
坂
本
　
俊
六

農
業
政
策
に
は
土
地
政
策

　
　
　
が
必
要
と
考
え
る

海
政
会
　
森
田
　
完
一

な
ぜ
J
R
相
模
線
の

平
面
踏
切
を
閉
鎖
す
る
の
か

新
政
海
ク
ラ
ブ
　
鶴
指
　
眞
澄

共
産
党
　
佐
々
木
　
弘

　６
月
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
中
で
す
。９
月
に
は
市
役
所
１
階
の

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
中
央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
会
議
録
で

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要

６月１１日、１２日に議
員１８名が市の考え
をただしました。
主な質問、答弁の
要旨を紹介しま
す。

■
５  

月

11
・
議
員
全
員
協
議
会

12
・
総
務
常
任
委
員
会
行
政

視
察
（
５
／
12
〜
14
）

愛
媛
県
松
山
市
他

　
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

行
政
視
察
（
５
／
12
〜

14
）
京
都
府
向
日
市
他

19
・
議
会
運
営
委
員
会

25
・
第
２
回
臨
時
会

　
・
議
会
運
営
委
員
会

■
６
　
月

１
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
第
２
回
定
例
会
第
１
日

５
・
総
務
常
任
委
員
会

８
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

９
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
第
２
回
定
例
会
第
２
日

12
・
第
２
回
定
例
会
第
３
日

18
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
第
２
回
定
例
会
第
４
日

　
・
議
員
全
員
協
議
会

　
・
広
報
委
員
会

23
・
議
会
運
営
委
員
会

26
・
富
山
県
小
矢
部
市
議
会

視
察
来
庁

29
・
第
３
回
臨
時
会
第
１
日

　
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

　
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

30
・
総
務
常
任
委
員
会

　
・
第
３
回
臨
時
会
第
２
日

■
７
　
月

６
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

行
政
視
察
（
７
／
６
〜

８
）
鳥
取
県
鳥
取
市
他

10
・
議
員
全
員
協
議
会

17
・
岩
手
県
二
戸
市
議
会
視

察
来
庁

23
・
静
岡
県
磐
田
市
議
会
視

察
来
庁

議
会
日
誌

　
問
：
米
国
の
金
融
危
機
に
端

を
発
す
る
世
界
経
済
の
悪
化

は
、
わ
が
国
に
も
多
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
百
年

に
一
度
と
い
う
現
下
の
危
機
的

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
国
で

は
、
15
兆
円
規
模
の
補
正
予
算

を
編
成
し
地
方
公
共
団
体
が
活

用
で
き
る
予
算
を
計
上
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
20
年
の
秋

以
降
、
国
の
経
済
対
策
を
受
け

市
で
も
対
応
を
進
め
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
経

済
対
策
に
関
す
る
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
方
と
各
種
事

業
の
検
討
状
況
を
伺
い
ま
す
。 

　
答
（
市
長
）
：
自
治
体
に
対

す
る
多
岐
に
わ
た
る
財
政
支
援

策
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
財

源
確
保
を
図
り
つ
つ
も
市
民
に

と
っ
て
必
要
な
事
業
を
選
択

し
、
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
制
度
が
固

ま
っ
た
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
補
正
予
算
を
編
成
し

議
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
問
：
文
化
会
館
の
大
規
模
改

修
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
当
時

と
異
な
る
利
用
実
態
や
市
民
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の

市
民
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
、

改
修
に
対
す
る
新
た
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
民
や
利
用
者
の
声
を

ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
し
た

の
か
。
ま
た
、
大
規
模
改
修
に

か
か
る
費
用
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
時
代
の
要
請

を
踏
ま
え
、
現
地
確
認
や
、
各

種
調
査
結
果
を
も
と
に
、
や
さ

し
さ
・
あ
ん
し
ん
・
や
す
ら

ぎ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
計

画
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。
市
民
意
識
の
反
映
に

つ
い
て
は
市
長
へ
の
手
紙
、
利

用
者
や
文
化
団
体
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
、
市
長
懇
談
会
な
ど
を
通

じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
き
ま

し
た
。
概
算
工
事
費
は
、
16
億

７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
問
：
社
会
福
祉
協
議
会
の
自

主
事
業
で
あ
る
「
ぬ
く
も
り

号
」
が
、
22
年
３
月
ま
で
試
験

運
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
共
産
党
市
議
団

が
求
め
続
け
て
き
た
高
齢
者
や

障
が
い
者
と
い
っ
た
交
通
弱
者

の
外
出
支
援
や
下
今
泉
、
上
郷

な
ど
の
公
共
交
通
が
不
便
な
地

域
へ
の
対
応
策
と
し
て
有
意
義

な
第
一
歩
と
考
え
ま
す
。
今
後

の
試
験
運
行
を
経
て
、
実
施
主

体
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
行

本
数
や
車
両
台
数
を
増
強
す
る

と
判
断
し
た
場
合
、
財
政
面
を

含
め
た
支
援
を
市
と
し
て
行
う

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
答
（
保
健
福
祉
部
長)

：
今

回
の
ぬ
く
も
り
号
の
試
験
運
行

は
新
規
事
業
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
も
予
想
さ
れ
る
た

め
、
利
用
者
の
声
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
事
業
と
な
る
よ
う
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
な
が

ら
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
：
認
知
症
高
齢
者
の
行
動

は
、
予
測
が
つ
き
に
く
く
、
介

護
者
は
常
に
注
意
を
払
わ
な
く

て
は
な
ら
ず
、
気
の
休
ま
る
時

間
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
介
護
疲
れ
か

ら
、
健
康
を
害
し
た
り
、
日
常

生
活
を
落
ち
着
い
て
送
れ
な
い

こ
と
等
に
よ
り
、
虐
待
等
の
悲

惨
な
結
果
を
招
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で

も
改
善
し
、
介
護
者
の
介
護
負

担
の
軽
減
と
日
常
生
活
を
安
ら

か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
推
進

事
業
」
を
推
進
し
て
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。 

　
答
（
保
健
福
祉
部
長
）
：
や

す
ら
ぎ
支
援
員
推
進
事
業
は
、

国
の
制
度
と
し
て
、
在
宅
で
暮

ら
す
認
知
症
の
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
家
族

の
方
の
外
出
時
や
休
養
が
必
要

な
時
に
、「
や
す
ら
ぎ
支
援

員
」
が
自
宅
を
訪
問
し
、
高
齢

者
の
話
し
相
手
や
見
守
り
を
行

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
直
接
身
体
に

触
れ
る
介
護
は
行
わ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
自
宅
訪
問
に

抵
抗
感
が
あ
る
世
帯
も
あ
り
ま

す
。
本
市
で
は
、
現
在
、
地
区

社
協
に
「
ふ
れ
あ
い
相
談
員
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
が
「
や
す
ら
ぎ
支
援

員
」
の
役
割
を
担
う
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
問
：
さ
が
み
縦
貫
道
路
海
老

名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
内
に
は
、

相
模
線
を
横
切
っ
て
、
２
つ
の

生
活
道
路
が
あ
り
ま
す
。
平
成

６
年
の
都
市
計
画
決
定
以
降
、

市
と
日
本
道
路
公
団
（
現
・
中

日
本
高
速
道
路
㈱
）
お
よ
び
住

民
と
の
協
議
で
、
２
つ
の
道
路

を
１
つ
に
し
、
５
メ
ー
ト
ル
幅

の
道
路
で
平
面
踏
切
は
残
す
こ

と
で
合
意
し
て
い
ま
し
た
が
、

14
年
７
月
に
突
然
市
は
、
J
R

の
要
望
で
平
面
踏
切
を
閉
鎖

し
、
立
体
交
差
と
す
る
こ
と
を

地
元
に
合
意
も
な
く
通
知
し
ま

し
た
。
立
体
交
差
で
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
自
転
車
等
が

相
模
線
を
横
断
し
づ
ら
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会

長
、
対
策
委
員
長
名
で
平
面
踏

切
閉
鎖
反
対
の
要
望
書
を
市
長

に
再
三
提
出
す
る
も
進
展
が
な

い
た
め
、
21
年
３
月
、
自
治
会

は
、
踏
切
閉
鎖
反
対
の
署
名
を

集
め
、
市
長
へ
陳
情
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
地
元
住
民
の
要
望

は
無
視
し
、
な
ぜ
J
R
の
要
望

だ
け
を
取
り
入
れ
る
の
か
。

　
答
（
建
設
部
長
）
：
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
内
は
橋
脚
が
乱
立

し
、
列
車
の
安
全
運
行
上
支
障

が
あ
る
た
め
立
体
交
差
が
提
案

さ
れ
、
こ
の
立
体
化
に
つ
い
て

地
元
と
の
協
議
説
明
会
を
13
年

10
月
か
ら
半
年
間
で
６
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
市
は
一
貫
し
て

地
元
の
安
全
対
策
と
合
意
形
成

を
日
本
道
路
公
団
に
要
請
し
ま

し
た
が
、
J
R
東
日
本
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
立
体
に

よ
る
機
能
回
復
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
旨

自
治
会
等
へ
も
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
陳
情
書
に
つ
い
て

は
地
元
市
議
会
議
員
、
自
治
会

役
員
同
席
の
も
と
、
市
長
が

J
R
東
日
本
横
浜
支
社
へ
出
向

き
地
元
要
望
を
伝
え
て
お
り
ま

す
。
以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
中

日
本
高
速
道
路
㈱
の
事
業
に
お

け
る
役
割
と
市
が
進
め
る
周
辺

道
路
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
の
理
解
を
得

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
問
：
住
宅
開
発
を
中
心
と
し

た
都
市
化
の
進
行
で
農
地
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
農
地
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
視
点
に

農
業
政
策
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

土
地
政
策
こ
そ
が
農
業
を
守
る

基
本
で
あ
り
、
農
業
政
策
に
真

に
必
要
と
考
え
ま
す
。
農
地
を

含
め
、
土
地
全
体
を
快
適
な
都

市
作
り
の
空
間
地
や
緑
地
と
し

て
デ
ザ
イ
ン
す
る
総
合
的
都
市

農
業
中
心
の
総
合
的
土
地
利
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
農
業
政
策

は
、
国
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
一
地
方
自
治
体
に
お

い
て
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
農
業
後
継

者
の
育
成
、
農
地
の
維
持
保

全
、
地
産
地
消
に
よ
る
農
産
物

の
販
路
拡
大
や
都
市
農
業
と
い

う
立
地
を
活
か
し
た
栽
培
方
法

の
導
入
に
よ
り
安
定
的
か
つ
効

率
的
な
農
業
経
営
を
図
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ぬ
く
も
り
号
試
験
運
行

　
　
　
　
　
市
の
支
援
は


